
ー
N
蕊
ー

まつのやま⑱

泌侮
簿＼

キャンディーをなめている
ところ

◎
たかはしさとみさん

陀

1

3

〈詰碁正解〉

1「11と　．1［にして捨て黒2（ノ）鴎、IFl3

レ）ホウリコミで死、、

詰碁コーナーでは来月号よ

り解答を皆さんから募集し

ます。正解者には粗品を差

し上げます。

▼
六
月
の
予
定

1
日

20138　6　3
日日日日日

28
日

さとうかずひこくん

　轡鋤
　ゆ

ド㌧携
消防車と救急車

もとやましょうこさん

O
川

　
　
　
9

　
　
　
『囎

濁
”

　
　
　
、
曇
ξ
－
ー
、

　
　
　
慧
熟
ー
，

おてだまして遊んでいるところ

∩
　”・蹄　　妊P

轟
噺構議

」鑑…糠』釜

たかさわまさみくん

消防車

こ
よ
み

▼
五
月
の
で
き
ご
と

1
口
　
一
．
．
省
地
区
観
桜
芸
能
祭

3
口
　
松
之
山
町
成
人
式
・
名
老

　
　
　
百
選
認
証
式

　
　
　
浦
田
残
雪
塾
（
5
日
ま
で
）

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

議
会
総
務
民
生
委
員
会

町
老
連
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

早
朝
野
球
リ
ー
グ
開
幕

森
林
組
合
総
代
会

第
．
回
リ
ハ
ビ
リ
・
す
こ

や
か
教
室

松
之
山
温
泉
ま
つ
り
（
22

口
ま
で
）

野
鳥
集
会

探
鳥
会
（
松
口
美
人
林
）

農
業
委
員
会
総
会

議
会
建
設
委
員
会
（
2
日

ま
で
）

議
会
総
務
民
生
委
員
会

観
光
協
会
総
会

出
稼
ぎ
者
共
助
会

議
会
産
業
経
済
委
員
会

松
之
山
町
総
合
検
診
（
2
4

日
ま
で
）

町
消
防
半
日
訓
練

町
議
会
定
例
会
（
2
9
日
ま

で
）

171610　8
日　L1　口　 し

21
口

302928
日　日日

　
今
年
は
少
雪
だ
っ
た
わ
り
に
は

寒
い
日
が
多
く
、
田
植
え
作
業
も

遅
れ
が
ち
な
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん

の
所
は
、
す
っ
か
り
終
わ
り
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　
五
月
は
何
か
と
行
事
も
多
く
、

ま
た
、
農
繁
期
と
も
重
な
っ
て
大

変
忙
し
い
一
カ
月
で
し
た
。
連
休

を
利
用
し
て
開
か
れ
た
“
浦
田
残

雪
塾
”
に
は
、
都
会
か
ら
二
二
〇

名
も
の
方
が
訪
れ
、
松
之
山
の
春

を
充
分
楽
し
ん
で
行
っ
た
よ
う
で

す
。
塾
シ
リ
ー
ズ
も
す
っ
か
り
軌

道
に
乗
っ
て
き
た
よ
う
で
す
ね
。

　
六
月
は
身
体
を
動
か
す
行
事
が

い
っ
ぱ
い
。
ガ
ン
バ
ル
ぞ
～
。
，

広
報
ま
つ
の
や
ま
6
3
年
6
月
号
ロ
毎
月
－
回
1
0
日
発
行

口
発
行
／
松
之
山
町
台
㈲
3
1
3
1
　
　
□
編
集
／
議
会
事
務
局

広報

　
び
、

9
『

襯
羅
『
』
▼
」
。

短
．
簿
儀

耀
驚
．
響

雛
鞭
繍

擁
鳶
護

》
藤
躍
聡
．
灘
・

犠
　
＾
総
騨

燦
、
叢
．
一
響

』
躯

　
　
・
　
饗
・
　
γ

イ　　　圏イ
〆ぐ
！V』む

．婁

御

鵜

　獣

『灘織撫編遼一購奪

籍、　　　　　　べ　　　　　　幾誓、
　　　　　　んヒヒ　　　　　　翁
　　　　　　即’　　　　　　’　　　　　　　　　燃　　　　　　　　　嚇　　　　　　、　　　　　　砺　　　　　　臨　　　　　　㎏
　　　、　　　　　　　　　　■．遜醐

ゴノ

　　　　・6月19日松之山小学校運動会から　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19887月号（N、149）

7月1日現在　□総人口4，059人（±0）　□男1，988人（一1）　□女2，071人（＋1）　□世帯数1，208戸（±0）

（　）内は6月1日との比較
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蕊
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まつのやま②

28日・29日

特別職の報酬引き上げなどを審議！

一
般
会
計
補
正
予
算
（
篁
回
）

　
　
一
、
一
二
六
万
八
千
円
追
加

　
松
之
山
町
六
月
定
例
議
会
（
第

三
回
）
が
、
二
十
八
・
二
十
九
日

の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

昭
和
六
十
二
年
度
の
最
後
の
補
正

や
、
松
之
山
町
特
別
職
の
報
酬
引

き
上
げ
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
審
議
内
容
は
、
松
之
山
町

農
業
共
済
特
別
会
計
の
決
算
認
定

及
び
、
条
例
関
係
で
は
常
勤
・
非

常
勤
特
別
職
の
報
酬
引
き
上
げ
や
、

消
防
団
員
の
報
酬
引
き
上
げ
な
ど

が
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、
ス
キ
ー
ヤ

ー
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
か
っ

た
町
営
ス
キ
i
場
の
第
三
ペ
ア
リ

フ
ト
の
建
設
が
承
認
さ
れ
る
な
ど

し
ま
し
た
．
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新年度補正予算の主な使いみち

300万円

150万円

276万円

〉総務費

○松里カバン工場屋根修理

○松之山北駐車場工事費

○町制30周年記念事業費（記念品他

　133万円
77万9千円
　　10万円

〉民生費

○松之山保育所通園バス補助金

○老人憩の家改造工事費他

○ゴミ収納カゴ補助金（松之山部落

93万円

47万円

150万円

〉農林水産業費

○希望館屋根塗装

o雪囲い用シート

○緑化推進委託料（松之山中学校周辺

　
昭
和
六
十
三
年
度
］
般
会
計
補

正
予
算
（
第
一
回
）
の
主
な
も
の

は
、
松
之
山
北
駐
車
場
工
事
費
に

、
一
五
〇
万
円
、
町
制
三
十
周
年
記

念
事
業
費
と
し
て
総
額
で
二
七
六

万
円
、
松
之
山
保
育
所
通
園
バ
ス

リ
フ
ト
建
設
工
事
費
増
で
一
、
一

〇
〇
万
円
が
追
加
さ
れ
る
な
ど
全

休
で
】
、
　
一
二
六
万
八
千
円
追
加

さ
れ
、
総
額
二
二
億
六
、
八
六
五

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
請
願
・
陳
情
も
今
回
十
一
件
と

大
変
多
く
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

　
円
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

補
助
金
で
二
二
三
万
円
が
、
ま
た
、

1，100万

〉商工費

○リフト建設工事費増

400万円

180万円

122万円

〉土木費

o町道修繕工事費

○東川上蝦池線地質測量委託料

○渋海川ほか指定河川草刈り委託料

採
択
ま
た
は
、
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

　
］
般
質
問
に
は
、
高
橋
英
一
・

田
辺
尚
二
・
本
山
］
夫
の
三
議
員

が
質
問
に
た
ち
、
町
長
の
考
え
方

を
た
だ
し
ま
し
た
。

審
議
可
決
し
た

　
　
　
　
　
主
な
事
項

（
旧
年
度
関
係
）

◎
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
八
回
）

〇
一
八
七
万
七
予
円
追
加
し
、
総

　
額
二
七
億
九
、
九
六
二
万
三
千

　
円
と
す
る
。

◎
昭
和
六
十
二
年
度
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
五

　
回
）

o
事
業
勘
定
九
〇
万
三
千
円
減
額

　
し
て
総
額
三
億
六
、
〇
一
〇
万

　
二
干
円
と
す
る
コ

o
診
療
所
勘
定
四
万
五
千
円
減
額

　
し
て
総
額
二
億
三
、
四
二
八
万

　
八
千
円
と
す
る
．

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
『
（
第

　
三
回
）

Q
九
六
五
万
二
看
円
追
加
し
て
総

　
額
三
億
八
万
二
千
円
と
す
る
。

③まつのやま

特
別
職
の
報
酬
引
き
上
げ
可
決

　
　
町
長
五
三
万
六
千
円
に
！

▽
町
長
．
助
役
・
教
育
長
の
報
酬
　
　
o
助
役
　
　
　
　
四
二
万
六
千
円

　
を
七
月
｝
日
よ
り
引
き
上
げ
る
。
　
○
教
育
長
　
　
　
三
八
万
既

o
町
長
　
　
　
　
五
三
万
六
午
円

非
常
勤
特
別
職
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
酬
も
ア
ッ
プ

o
議
会
議
長
　
　
一
七
万
一
千
円

○
副
議
長
　
　
　
二
二
万
三
千
円

○
常
任
委
員
長
　
一
二
万
二
干
円

○
議
　
員
　
　
　
一
｝
万
八
千
円

　
そ
の
他
、
農
業
委
員
会
会
長
な

　
ど
一
九
の
非
常
勤
特
別
職
の
報

酬
が
四
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
り
、

引
き
上
げ
ら
れ
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
報
酬
額
が
月

額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、

七
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
員
の
報
酬
も

　
　
　
　
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
額
）

○
団
長
　
　
　
九
八
、
六
〇
〇
円
　
○
副
分
団
長
　
三
〇
、
一
〇
〇
円

○
副
分
団
長
　
　
七
六
、
五
〇
〇
円
　
o
部
　
長
　
　
二
九
、
O
O
O
円

○
団
正
副
部
長
　
四
九
、
五
〇
〇
円
　
o
班
　
長
　
　
】
O
、
O
O
O
円

○
分
団
長
　
　
　
三
三
、
五
〇
〇
円
　
○
団
　
貝
　
　
　
八
、
四
〇
〇
円

▽
高
校
前
に
町
営
駐
車
場
が
完
成
。

　
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
前
の
空

　
地
が
舗
装
整
備
さ
れ
「
松
之
山

　
町
営
北
駐
車
場
」
と
な
り
ま
し

　
た
。
無
料
駐
車
場
で
す
の
で
、

　
皆
さ
ん
か
ら
利
用
い
た
だ
き
た

　
い
と
思
い
ま
す
。

▽
町
営
ス
キ
ー
場
に
待
望
の

　
初
心
者
用
リ
フ
ト
増
設

　
第
三
ペ
ア
リ
フ
ト
、
三
五
五
メ

　
ー
ト
ル
建
設
。
日
本
ケ
ー
ブ
ル

　
株
式
会
祉
が
、
九
、
八
五
〇
万

円
で
契
約
締
結
．

▽
昭
和
六
十
二
年
度
松
之
山
町
農

　
業
共
済
事
業
特
別
会
計
決
算
が

　
審
議
さ
れ
、
四
、
四
六
一
万
七
、

　
三
一
二
円
の
決
算
が
認
定
さ
れ

　
ま
し
た
。

▽
請
願
・
陳
情
も
十
一
件
提
出
さ

　
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
採
択
（
委
員
会

　
付
詫
）
叉
は
、
継
続
審
議
と
な

　
り
ま
し
た
。

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
一
般
質
問

　
と
と
も
に
、
”
議
会
だ
よ
り
第
七

　
号
”
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

第7回東頸城郡美術展

　　　　松之山で開催

10月22日～24日まで
　
今
年
で
第
七
回
目
を
迎
え
た
郡

美
術
展
が
十
月
に
松
之
山
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
出
展
さ
れ
よ
う
と
思

っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
作
品
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品
部
門

○
絵
画
（
日
本
画
・
洋
画
・
版
画
）

o
彫
塑
・
工
伸
、
バ
（
彫
刻
・
塑
像
・

　
　
漆
芸
・
金
工
・
木
工
・
竹
工

　
　
そ
の
他
）

○
書
道
　
字
句
、
書
体
は
自
由
。

○
写
真
　
自
黒
・
カ
ラ
ー

※
全
作
品
と
も
一
人
三
点
以
内
で

　
す
。
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大

　
き
さ
の
指
定
が
あ
り
ま
す
，
の
で

　
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い

　
事
は
町
公
民
館
ま
で
お
聞
き
く

　
だ
さ
い
。
　
（
六
－
二
二
五
六
）

　
作
品
の
搬
入
は
十
月
十
七
日
ま

　
で
と
な
つ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
作
品
を
募
集
し

　
て
お
り
ま
す
．
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り
蕊
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まつのやま②

28日・29日

特別職の報酬引き上げなどを審議！

一
般
会
計
補
正
予
算
（
篁
回
）

　
　
一
、
一
二
六
万
八
千
円
追
加

　
松
之
山
町
六
月
定
例
議
会
（
第

三
回
）
が
、
二
十
八
・
二
十
九
日

の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

昭
和
六
十
二
年
度
の
最
後
の
補
正

や
、
松
之
山
町
特
別
職
の
報
酬
引

き
上
げ
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
審
議
内
容
は
、
松
之
山
町

農
業
共
済
特
別
会
計
の
決
算
認
定

及
び
、
条
例
関
係
で
は
常
勤
・
非

常
勤
特
別
職
の
報
酬
引
き
上
げ
や
、

消
防
団
員
の
報
酬
引
き
上
げ
な
ど

が
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、
ス
キ
ー
ヤ

ー
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
の
多
か
っ

た
町
営
ス
キ
i
場
の
第
三
ペ
ア
リ

フ
ト
の
建
設
が
承
認
さ
れ
る
な
ど

し
ま
し
た
．
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新年度補正予算の主な使いみち

300万円

150万円

276万円

〉総務費

○松里カバン工場屋根修理

○松之山北駐車場工事費

○町制30周年記念事業費（記念品他

　133万円
77万9千円
　　10万円

〉民生費

○松之山保育所通園バス補助金

○老人憩の家改造工事費他

○ゴミ収納カゴ補助金（松之山部落

93万円

47万円

150万円

〉農林水産業費

○希望館屋根塗装

o雪囲い用シート

○緑化推進委託料（松之山中学校周辺

　
昭
和
六
十
三
年
度
］
般
会
計
補

正
予
算
（
第
一
回
）
の
主
な
も
の

は
、
松
之
山
北
駐
車
場
工
事
費
に

、
一
五
〇
万
円
、
町
制
三
十
周
年
記

念
事
業
費
と
し
て
総
額
で
二
七
六

万
円
、
松
之
山
保
育
所
通
園
バ
ス

リ
フ
ト
建
設
工
事
費
増
で
一
、
一

〇
〇
万
円
が
追
加
さ
れ
る
な
ど
全

休
で
】
、
　
一
二
六
万
八
千
円
追
加

さ
れ
、
総
額
二
二
億
六
、
八
六
五

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
請
願
・
陳
情
も
今
回
十
一
件
と

大
変
多
く
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

　
円
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

補
助
金
で
二
二
三
万
円
が
、
ま
た
、

1，100万

〉商工費

○リフト建設工事費増

400万円

180万円

122万円

〉土木費

o町道修繕工事費

○東川上蝦池線地質測量委託料

○渋海川ほか指定河川草刈り委託料

採
択
ま
た
は
、
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

　
］
般
質
問
に
は
、
高
橋
英
一
・

田
辺
尚
二
・
本
山
］
夫
の
三
議
員

が
質
問
に
た
ち
、
町
長
の
考
え
方

を
た
だ
し
ま
し
た
。

審
議
可
決
し
た

　
　
　
　
　
主
な
事
項

（
旧
年
度
関
係
）

◎
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
八
回
）

〇
一
八
七
万
七
予
円
追
加
し
、
総

　
額
二
七
億
九
、
九
六
二
万
三
千

　
円
と
す
る
。

◎
昭
和
六
十
二
年
度
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
五

　
回
）

o
事
業
勘
定
九
〇
万
三
千
円
減
額

　
し
て
総
額
三
億
六
、
〇
一
〇
万

　
二
干
円
と
す
る
コ

o
診
療
所
勘
定
四
万
五
千
円
減
額

　
し
て
総
額
二
億
三
、
四
二
八
万

　
八
千
円
と
す
る
．

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
『
（
第

　
三
回
）

Q
九
六
五
万
二
看
円
追
加
し
て
総

　
額
三
億
八
万
二
千
円
と
す
る
。

③まつのやま

特
別
職
の
報
酬
引
き
上
げ
可
決

　
　
町
長
五
三
万
六
千
円
に
！

▽
町
長
．
助
役
・
教
育
長
の
報
酬
　
　
o
助
役
　
　
　
　
四
二
万
六
千
円

　
を
七
月
｝
日
よ
り
引
き
上
げ
る
。
　
○
教
育
長
　
　
　
三
八
万
既

o
町
長
　
　
　
　
五
三
万
六
午
円

非
常
勤
特
別
職
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
酬
も
ア
ッ
プ

o
議
会
議
長
　
　
一
七
万
一
千
円

○
副
議
長
　
　
　
二
二
万
三
千
円

○
常
任
委
員
長
　
一
二
万
二
干
円

○
議
　
員
　
　
　
一
｝
万
八
千
円

　
そ
の
他
、
農
業
委
員
会
会
長
な

　
ど
一
九
の
非
常
勤
特
別
職
の
報

酬
が
四
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
り
、

引
き
上
げ
ら
れ
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
報
酬
額
が
月

額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、

七
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
員
の
報
酬
も

　
　
　
　
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
額
）

○
団
長
　
　
　
九
八
、
六
〇
〇
円
　
○
副
分
団
長
　
三
〇
、
一
〇
〇
円

○
副
分
団
長
　
　
七
六
、
五
〇
〇
円
　
o
部
　
長
　
　
二
九
、
O
O
O
円

○
団
正
副
部
長
　
四
九
、
五
〇
〇
円
　
o
班
　
長
　
　
】
O
、
O
O
O
円

○
分
団
長
　
　
　
三
三
、
五
〇
〇
円
　
○
団
　
貝
　
　
　
八
、
四
〇
〇
円

▽
高
校
前
に
町
営
駐
車
場
が
完
成
。

　
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
前
の
空

　
地
が
舗
装
整
備
さ
れ
「
松
之
山

　
町
営
北
駐
車
場
」
と
な
り
ま
し

　
た
。
無
料
駐
車
場
で
す
の
で
、

　
皆
さ
ん
か
ら
利
用
い
た
だ
き
た

　
い
と
思
い
ま
す
。

▽
町
営
ス
キ
ー
場
に
待
望
の

　
初
心
者
用
リ
フ
ト
増
設

　
第
三
ペ
ア
リ
フ
ト
、
三
五
五
メ

　
ー
ト
ル
建
設
。
日
本
ケ
ー
ブ
ル

　
株
式
会
祉
が
、
九
、
八
五
〇
万

円
で
契
約
締
結
．

▽
昭
和
六
十
二
年
度
松
之
山
町
農

　
業
共
済
事
業
特
別
会
計
決
算
が

　
審
議
さ
れ
、
四
、
四
六
一
万
七
、

　
三
一
二
円
の
決
算
が
認
定
さ
れ

　
ま
し
た
。

▽
請
願
・
陳
情
も
十
一
件
提
出
さ

　
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
採
択
（
委
員
会

　
付
詫
）
叉
は
、
継
続
審
議
と
な

　
り
ま
し
た
。

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
一
般
質
問

　
と
と
も
に
、
”
議
会
だ
よ
り
第
七

　
号
”
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

第7回東頸城郡美術展

　　　　松之山で開催

10月22日～24日まで
　
今
年
で
第
七
回
目
を
迎
え
た
郡

美
術
展
が
十
月
に
松
之
山
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
出
展
さ
れ
よ
う
と
思

っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
作
品
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品
部
門

○
絵
画
（
日
本
画
・
洋
画
・
版
画
）

o
彫
塑
・
工
伸
、
バ
（
彫
刻
・
塑
像
・

　
　
漆
芸
・
金
工
・
木
工
・
竹
工

　
　
そ
の
他
）

○
書
道
　
字
句
、
書
体
は
自
由
。

○
写
真
　
自
黒
・
カ
ラ
ー

※
全
作
品
と
も
一
人
三
点
以
内
で

　
す
。
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大

　
き
さ
の
指
定
が
あ
り
ま
す
，
の
で

　
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い

　
事
は
町
公
民
館
ま
で
お
聞
き
く

　
だ
さ
い
。
　
（
六
－
二
二
五
六
）

　
作
品
の
搬
入
は
十
月
十
七
日
ま

　
で
と
な
つ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
の
作
品
を
募
集
し

　
て
お
り
ま
す
．
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（
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）

鑓

　
今
年
で
＋
三
回
日
を
迎
え
る
町

民
体
育
大
会
が
、
し
月
二
十
四
H

（
雨
天
の
場
合
は
三
十
…
H
）
に
、

松
之
山
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
す
．

　
昨
年
は
雨
の
た
め
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
ガ
ッ
カ

リ
さ
れ
た
方
も
沢
山
お
ら
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
今
回
は

町
制
三
十
周
年
記
念
大
会
と
い
う

こ
と
で
、
ニ
レ
四
H
が
雨
で
中
止

の
場
合
、
次
の
H
曜
日
三
十
一
口

に
行
わ
れ
る
事
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
選
ヂ
に
な
っ
て
い
る
皆
さ

ん
　
練
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
．

　
大
会
の
種
目
と
時
問
は
表
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
が

中
止
だ
っ
た
た
の
八
，
年
初
め
て
行

わ
れ
る
種
目
も
い
く
つ
か
あ
り
、

新
鮮
味
の
多
い
大
会
と
な
る
で
し

よ
う
，

　
休
力
づ
く
り
、
町
づ
く
り
に
向

っ
て
全
町
民
の
結
束
を
高
め
る
た

め
、
二
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

みんな修加ン、9
　　いい汗かしつ・

大会プログラム
開　　会　　式

100M競争　　　　　　　　　（地区対抗）

紅白玉入れ　　　　　　　　　（地区対抗）

3Kロードレース

幼児レース

人闘サッカー

人間置きかえリレー

宝箱はこび　　　　　　　　　（地区対抗）

ナイスドリブルスローリレー（地区対抗）

石包丸投げ　　　　　　　　　　　　　　　　　（土也区対抗〉

50、80、100M競争

100M競争

　
　
℃

　
　
エ

　
　
ノ
ノ
／

　
　
表

　
　
会

食
　
協

　
　
育

　
　
体

昼
　
町

地区対抗

地区対抗

地区対抗

地区対抗

り頁”尚糸岡・刃き

騎馬戦

地区対抗綱引き

長なわとび

民謡おどり

縄ないリレー

地区対抗リレー

閉　　会　　式

解　　　　　散

8時30分

9時30分

9時50分

l　o”寺o（）う♪・

10時05分

10時30分

10H寺40う♪

10時50分

ll時15分

ll時25分

11時25分

11時50分

12時00く分

12時40分

12時50分

13H寺00う〉

13時10分

13時30分

13時40分

13時55分

14時10分

14日寺55・分・

15時30分

ゆ

　
年
金
と

響

税

⑤まつのやま

　
年
金
に
は
国
民
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
や
、
企
業
年
金
、
個
人
年

金
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
年
金
を
受
け
取
っ

た
と
き
　
ど
の
よ
う
な
税
金
が
か

か
る
か
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

〈
年
金
に
か
か
る
税
〉

0
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
が
課

　
税
さ
れ
る
も
の

イ
、
過
去
の
勤
務
に
基
づ
き
使
川

　
者
で
あ
っ
た
者
か
ら
受
け
る
年

　
金
．
ロ
、
厚
生
年
金
、
国
家
公
務
員
共

　
済
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
。

ハ
、
適
格
退
職
年
金
（
白
己
負
担

　
部
分
を
除
く
）
な
ど
の
企
業
年
金
。

二
、
郵
便
年
金
、
生
命
保
険
会
社

　
な
ど
の
個
人
年
金
。

Q
利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が

　
課
税
さ
れ
る
も
の

ψ
銀
行
．
信
託
銀
行
・
証
券
会
社

　
な
ど
の
個
人
年
金
（
財
形
年
金

　
を
除
く
）
の
利
チ
相
当
額
。

0
税
金
が
か
か
ら
な
い
も
の

イ
、
遺
族
が
受
け
る
年
金
（
死
亡

　
し
た
者
の
勤
務
に
基
づ
い
て
支

　
給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
）

ロ
、
国
民
年
金
法
な
ど
に
よ
る
環

　
害
年
金

　
な
お
、
年
金
の
支
給
に
代
え
て

一
時
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、

退
職
所
得
や
一
時
所
得
と
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
、

〈
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る

　
　
源
泉
徴
収
の
特
例
な
ど
〉

　
年
金
や
恩
給
な
ど
が
支
払
わ
れ

際
に
は
、
年
金
の
種
類
や
受
給
者

の
年
齢
に
応
じ
た
一
走
金
額
を
控

除
し
た
残
額
に
対
し
、
原
則
と
し

て
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
に
よ

る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
た
だ
し
、
公
的
年
金
や
恩
給
な

ど
の
よ
う
に
扶
養
親
族
等
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

年
金
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
、
源
泉
徴
収
の
特
例

　
　
年
金
の
額
が
年
問
六
〇
万
円

　
未
満
（
六
κ
歳
以
ト
の
人
は
一

　
二
〇
万
円
未
満
）
の
場
合
に
は
、

　
扶
養
親
族
等
中
告
書
の
提
…
は

　
必
要
な
く
、
ま
た
、
源
泉
徴
収

　
も
さ
れ
ま
せ
ん
。

ロ
、
公
的
年
金
等
控
除

　
　
公
的
年
金
や
恩
給
に
つ
い
て

　
は
、
収
人
金
額
に
応
じ
て
計
算

　
し
た
「
公
的
年
金
等
控
除
額
」

　
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
税
務
係
ま
で
お
聞
き

く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
・
古

緊
懲
着
の
生
き
嘆

赴
茎響
9

　
　
　
　
　
　
　
、
こ
ご
き
ぎ

　
差
漿
し
で
与

の
妙
ぎ
し
祉
箪
け
の
手
雛

　
　
　
　
　
　
押
力

　
　
　
　
　
　
幽

鉾

　　　　　　筆勢饗

馳璽鴛疑押
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会

食
　
協

　
　
育

　
　
体

昼
　
町

地区対抗

地区対抗

地区対抗

地区対抗

り頁”尚糸岡・刃き

騎馬戦

地区対抗綱引き

長なわとび

民謡おどり

縄ないリレー

地区対抗リレー

閉　　会　　式

解　　　　　散

8時30分

9時30分

9時50分

l　o”寺o（）う♪・

10時05分

10時30分

10H寺40う♪

10時50分

ll時15分

ll時25分

11時25分

11時50分

12時00く分

12時40分

12時50分

13H寺00う〉

13時10分

13時30分

13時40分

13時55分

14時10分

14日寺55・分・

15時30分

ゆ

　
年
金
と

響

税

⑤まつのやま

　
年
金
に
は
国
民
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
や
、
企
業
年
金
、
個
人
年

金
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
年
金
を
受
け
取
っ

た
と
き
　
ど
の
よ
う
な
税
金
が
か

か
る
か
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

〈
年
金
に
か
か
る
税
〉

0
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
が
課

　
税
さ
れ
る
も
の

イ
、
過
去
の
勤
務
に
基
づ
き
使
川

　
者
で
あ
っ
た
者
か
ら
受
け
る
年

　
金
．
ロ
、
厚
生
年
金
、
国
家
公
務
員
共

　
済
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
。

ハ
、
適
格
退
職
年
金
（
白
己
負
担

　
部
分
を
除
く
）
な
ど
の
企
業
年
金
。

二
、
郵
便
年
金
、
生
命
保
険
会
社

　
な
ど
の
個
人
年
金
。

Q
利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が

　
課
税
さ
れ
る
も
の

ψ
銀
行
．
信
託
銀
行
・
証
券
会
社

　
な
ど
の
個
人
年
金
（
財
形
年
金

　
を
除
く
）
の
利
チ
相
当
額
。

0
税
金
が
か
か
ら
な
い
も
の

イ
、
遺
族
が
受
け
る
年
金
（
死
亡

　
し
た
者
の
勤
務
に
基
づ
い
て
支

　
給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
）

ロ
、
国
民
年
金
法
な
ど
に
よ
る
環

　
害
年
金

　
な
お
、
年
金
の
支
給
に
代
え
て

一
時
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、

退
職
所
得
や
一
時
所
得
と
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
、

〈
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る

　
　
源
泉
徴
収
の
特
例
な
ど
〉

　
年
金
や
恩
給
な
ど
が
支
払
わ
れ

際
に
は
、
年
金
の
種
類
や
受
給
者

の
年
齢
に
応
じ
た
一
走
金
額
を
控

除
し
た
残
額
に
対
し
、
原
則
と
し

て
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
に
よ

る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
た
だ
し
、
公
的
年
金
や
恩
給
な

ど
の
よ
う
に
扶
養
親
族
等
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

年
金
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
、
源
泉
徴
収
の
特
例

　
　
年
金
の
額
が
年
問
六
〇
万
円

　
未
満
（
六
κ
歳
以
ト
の
人
は
一

　
二
〇
万
円
未
満
）
の
場
合
に
は
、

　
扶
養
親
族
等
中
告
書
の
提
…
は

　
必
要
な
く
、
ま
た
、
源
泉
徴
収

　
も
さ
れ
ま
せ
ん
。

ロ
、
公
的
年
金
等
控
除

　
　
公
的
年
金
や
恩
給
に
つ
い
て

　
は
、
収
人
金
額
に
応
じ
て
計
算

　
し
た
「
公
的
年
金
等
控
除
額
」

　
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
税
務
係
ま
で
お
聞
き

く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
・
古

緊
懲
着
の
生
き
嘆

赴
茎響
9

　
　
　
　
　
　
　
、
こ
ご
き
ぎ

　
差
漿
し
で
与

の
妙
ぎ
し
祉
箪
け
の
手
雛

　
　
　
　
　
　
押
力

　
　
　
　
　
　
幽

鉾

　　　　　　筆勢饗

馳璽鴛疑押
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今
年
は
町
制
施
行
か
ら
三
十
年

・
と
い
う
事
で
、
年
間
を
通
し
て
色
々

な
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
県

美
術
博
物
館
所
蔵
の
作
品
、
三
十

二
点
を
借
り
て
来
て
の
”
新
潟
県

美
術
博
物
館
所
蔵
品
展
”
を
、
八

月
五
眉
（
金
）
か
ら
七
日
（
日
）

ま
で
の
三
日
間
、
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
出
品
さ
れ
る
主
な
作
品
は
、
洋

画
「
私
の
夢
」
藤
田
嗣
治
作
の
ほ

か
、
同
じ
く
洋
画
「
冬
枯
れ
の
道

路
・
原
宿
～
」
岸
田
劉
生
作
や
、

日
本
画
「
雨
」
小
林
古
径
作
・
書

道
「
和
気
満
堂
」
竹
内
臨
川
作
・

「
和
歌
た
け
の
こ
の
二
行
書
」
相

馬
御
風
、
ま
た
、
彫
刻
「
に
け
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

麺
昆

｛
｛
．
蠣
－
言

館
⑦まつのやま

郵

蕉庭
会
鵠
大
人

》松之山町
青年バレーボール

1　　　　　（91榊㌔吻

「和気満堂竹内臨川

　
、
六
月
十
二
日
（
日
）
．
松
之
山
　
皿

町
民
体
育
館
に
お
い
て
”
青
年
バ

・
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
”
が
開
催
さ
れ
、
｝

昨
年
よ
り
ニ
チ
ー
ム
多
い
、
八
チ

ー
ム
に
よ
っ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
四
チ
ー
ム
ず
つ
に
分
れ
　
㎜

て
の
リ
ー
グ
戦
で
予
選
を
行
い
、

上
位
四
チ
ー
ム
で
決
勝
卜
ー
ナ
メ

ン
ト
を
戦
っ
た
結
果
「
昇
勢
会
」

チ
ー
ム
が
、
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　
昇
勢
会
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
｛
、
』
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
の
大
会
に
は
若
い
女
性
だ

　
け
の
チ
ー
ム
（
熟
れ
頃
ク
ラ
ブ
）

も
出
場
し
、
大
変
盛
り
上
が
り
が

　
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
青
年
バ
レ
ー
、
ボ
ー
ル

　
大
会
と
い
う
形
で
な
く
、
町
民
バ

　
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
う
大
会
に
し
、

　
幅
広
い
年
代
層
の
皆
さ
ん
か
ら
大

　
勢
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
し
た
い
と

　
い
う
反
省
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
ま
す
ま
す
に
ぎ
や
か
な
大
会
に

　
な
る
よ
う
で
す
。

　
▽
大
会
成
績

　
優
　
勝
　
昇
勢
会
チ
ー
ム

　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
殖
悪
ム
ム

岩
野
勇
三
作
な
ど
　
県
美
術
博
物

館
が
開
館
以
来
集
め
て
来
た
多
く

の
作
品
の
中
か
ら
、
特
に
選
ば
れ

た
三
十
二
点
で
す
。
こ
ん
な
一
流

の
作
品
を
、
町
内
で
見
ら
れ
る
こ

と
は
滅
多
に
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
，
一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
鑑

賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
所
蔵
品
展
は
、
特

別
観
覧
料
と
し
て
、
大
人
一
一
百
円
、

小
・
中
・
高
校
生
百
円
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

は
夏
休
み
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
学
校
単
位
ま
た
は
家
族
と
一

緒
に
是
非
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

口
口口作ロ

ロロ出

部　　門 作　者　名 作　　　　品　　　名 部　　門 作　者　名 作　　　　品　　　　名

洋　　画 ノj・山正太郎 糸　　を　紡　　ぐ　老　婆 洋　　画 脇田　　和 あ　　　　ら　　　　そ　　　　い

〃 浅井　　忠 農　　　　　　　　　　　人 〃 山口　　薫 夜　　明　　け　　の　　顔

〃 藤田嗣治 私　　　　　の　　　　　夢 〃 小野　　未 高　　　　　　　原　　（妙高）

〃 梅原龍三郎 紫　　　　　禁　　　　　城 〃 前田常作 須弥山界道図シリーズ（寿量光）

〃 萬　鉄五郎 雪　　　　の　　　　景 〃 山口長男 段

〃 小出楢重 ソファーの裸体（裸体のB） 〃 金　　昌烈 水　　　　滴　（Waterdrop）

〃 北川民次 大　　　　　　　　　　地 〃 富岡惣一郎 山　　　　　　　　　　　　　並

〃 佐伯祐三 広　　　　　告　　　　　塔 日本画 小林古径 雨

〃 児島善三郎 森　　　”と　　　聚　　　落 〃 ・土田麦倦 鮭　　　　　　　　　　　　　図

〃 岸田劉生 冬枯れの道路　原宿～ 書　　道 会津八一 四言文拘（涌之）四行書
〃 前田寛治 赤　い　帽　子　の　女 〃 竹内臨川 和　　　気　　　満　　　堂
〃 安井曽太郎 読　　　　　　　　　　書 〃 増村朴斎 七絶　（優游）　三行書
〃 糸園和三郎 鳩 〃 弦巻松蔭 強　　　　　　　　　　　　　靱

〃 中谷　　泰 晩　　　　　　　　　　　秋 〃 相馬御風 和歌たけのこの二行書
〃 地主悌助 石 彫’　刻 岩野勇三 に　　　　　　　　　　　　　　　け

〃 阿部展也 予　　　　言　　　　者 デザィン 亀倉雄作 ポスター　4～5点原画

1
郷
土
民
謡
保
存
会
－

松
之
山
の
民
謡
と
踊
吟
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
．

　
松
之
山
町
文
化
協
会
で
は
、
松

之
山
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
謡
等

を
後
世
に
伝
え
残
そ
う
と
い
う
主

旨
で
、
郷
土
民
謡
保
存
会
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
そ
の
活
動
の
一
端
と
し
て
、
文

化
協
会
芸
能
部
の
皆
さ
ん
に
協
力

を
お
願
い
し
、
　
”
管
領
塚
物
語
”

や
”
盆
踊
よ
や
さ
節
”
な
ど
の
唄

・
楽
器
・
踊
り
の
指
導
練
習
会
を

行
い
ま
す
．

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
の
好
み
の
部
分
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
．

夏休み中の

について

▼
練
習
日
時

　
毎
月
九
日
と
二
十
二
日
の
夜
八

　
時
か
ら
（
初
日
は
六
月
二
十
二

　
日
）

▼
場
　
所

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
練
習
曲

一
、
松
之
山
温
泉
甚
句
（
松
之
山

　
　
甚
句
）

二
、
松
之
山
温
泉
小
唄

三
、
管
領
塚
物
語

四
、
．
石
ば
か
ち
唄
（
松
之
山
木
や

　
　
り
唄
）

五
、
盆
踊
り
よ
や
さ
節
（
シ
ョ
ン

　夏休み中は、児童・生徒が学校を

離れた解放感から万引き、乗物盗、

シンナー遊び、暴走行為等に走りや

すい時期です。

　家庭で、子供の行動等をしっかり

チェックしましょう。

黙夏休み　子供に愛の目

　　　　　　　　注意の目“

　
ガ
イ
ナ
）

六
、
松
之
山
松
坂
・
浦
田
松
坂

　
尚
、
松
之
山
盆
踊
甚
句
（
湯
山

甚
句
）
は
、
会
の
テ
ー
マ
曲
と
し

て
毎
回
練
習
し
ま
す
。

　
番
号
順
に
マ
ス
タ
ー
で
き
次
第

次
へ
移
り
ま
す
．

　
地
元
の
唄
や
踊
り
を
自
分
分
芸

と
す
る
た
め
、
一
般
の
方
々
多
数

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
松
之
山
部
落
の

小
野
塚
嘉
男
さ
ん
（
長
田
屋
）
に
、

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
文
化
協
会
・
郷
土
民
謡
保
存
会

》
1．

角

酉1

る　1
引幽

〆’■、も3

勤

塑．
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年
バ
レ
ー
、
ボ
ー
ル

　
大
会
と
い
う
形
で
な
く
、
町
民
バ

　
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
う
大
会
に
し
、

　
幅
広
い
年
代
層
の
皆
さ
ん
か
ら
大

　
勢
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
し
た
い
と

　
い
う
反
省
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
ま
す
ま
す
に
ぎ
や
か
な
大
会
に

　
な
る
よ
う
で
す
。

　
▽
大
会
成
績

　
優
　
勝
　
昇
勢
会
チ
ー
ム

　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
殖
悪
ム
ム

岩
野
勇
三
作
な
ど
　
県
美
術
博
物

館
が
開
館
以
来
集
め
て
来
た
多
く

の
作
品
の
中
か
ら
、
特
に
選
ば
れ

た
三
十
二
点
で
す
。
こ
ん
な
一
流

の
作
品
を
、
町
内
で
見
ら
れ
る
こ

と
は
滅
多
に
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
，
一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
鑑

賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
所
蔵
品
展
は
、
特

別
観
覧
料
と
し
て
、
大
人
一
一
百
円
、

小
・
中
・
高
校
生
百
円
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

は
夏
休
み
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
学
校
単
位
ま
た
は
家
族
と
一

緒
に
是
非
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

口
口口作ロ

ロロ出

部　　門 作　者　名 作　　　　品　　　名 部　　門 作　者　名 作　　　　品　　　　名
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〃 浅井　　忠 農　　　　　　　　　　　人 〃 山口　　薫 夜　　明　　け　　の　　顔

〃 藤田嗣治 私　　　　　の　　　　　夢 〃 小野　　未 高　　　　　　　原　　（妙高）

〃 梅原龍三郎 紫　　　　　禁　　　　　城 〃 前田常作 須弥山界道図シリーズ（寿量光）

〃 萬　鉄五郎 雪　　　　の　　　　景 〃 山口長男 段

〃 小出楢重 ソファーの裸体（裸体のB） 〃 金　　昌烈 水　　　　滴　（Waterdrop）
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〃 阿部展也 予　　　　言　　　　者 デザィン 亀倉雄作 ポスター　4～5点原画

1
郷
土
民
謡
保
存
会
－

松
之
山
の
民
謡
と
踊
吟
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
．

　
松
之
山
町
文
化
協
会
で
は
、
松

之
山
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
謡
等

を
後
世
に
伝
え
残
そ
う
と
い
う
主

旨
で
、
郷
土
民
謡
保
存
会
を
設
立

し
ま
し
た
。

　
そ
の
活
動
の
一
端
と
し
て
、
文

化
協
会
芸
能
部
の
皆
さ
ん
に
協
力

を
お
願
い
し
、
　
”
管
領
塚
物
語
”

や
”
盆
踊
よ
や
さ
節
”
な
ど
の
唄

・
楽
器
・
踊
り
の
指
導
練
習
会
を

行
い
ま
す
．

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
の
好
み
の
部
分
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
．

夏休み中の

について

▼
練
習
日
時

　
毎
月
九
日
と
二
十
二
日
の
夜
八

　
時
か
ら
（
初
日
は
六
月
二
十
二

　
日
）

▼
場
　
所

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
練
習
曲

一
、
松
之
山
温
泉
甚
句
（
松
之
山

　
　
甚
句
）

二
、
松
之
山
温
泉
小
唄

三
、
管
領
塚
物
語

四
、
．
石
ば
か
ち
唄
（
松
之
山
木
や

　
　
り
唄
）

五
、
盆
踊
り
よ
や
さ
節
（
シ
ョ
ン

　夏休み中は、児童・生徒が学校を

離れた解放感から万引き、乗物盗、

シンナー遊び、暴走行為等に走りや

すい時期です。

　家庭で、子供の行動等をしっかり

チェックしましょう。

黙夏休み　子供に愛の目

　　　　　　　　注意の目“

　
ガ
イ
ナ
）

六
、
松
之
山
松
坂
・
浦
田
松
坂

　
尚
、
松
之
山
盆
踊
甚
句
（
湯
山

甚
句
）
は
、
会
の
テ
ー
マ
曲
と
し

て
毎
回
練
習
し
ま
す
。

　
番
号
順
に
マ
ス
タ
ー
で
き
次
第

次
へ
移
り
ま
す
．

　
地
元
の
唄
や
踊
り
を
自
分
分
芸

と
す
る
た
め
、
一
般
の
方
々
多
数

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
松
之
山
部
落
の

小
野
塚
嘉
男
さ
ん
（
長
田
屋
）
に
、

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
文
化
協
会
・
郷
土
民
謡
保
存
会

》
1．

角

酉1

る　1
引幽
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4
各
種
ガ
ン
検
診
の
伸
び
に
期
待
、
町
総
合
検
診

　
今
年
度
の
町
総
合
検
診
は
六
月

十
四
日
で
五
日
間
の
日
程
を
終

～
し
、
現
在
そ
の
結
果
を
取
り
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　
各
検
診
受
診
者
数
は
、
前
年
度

と
ほ
ぽ
同
数
で
し
た
が
￥
胃
ガ
ン
・

子
宮
が
ン
等
ガ
ン
検
診
の
受
診
者

が
～
想
外
に
伸
び
な
か
っ
た
よ
う

ぐ
す
。
検
診
前
の
希
望
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
か
な
り
増
加
し
て
い
た
の

で
す
が
、
実
績
と
し
て
は
胃
ガ
ン

検
診
で
四
分
の
【
ほ
ど
の
万
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
一
年
一

回
の
検
査
で
す
の
で
．
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ガ
ン
検
診
で
い
え
る
こ

と
は
、
地
区
に
よ
っ
て
受
診
者
の

数
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
で

す
。
保
健
婦
に
よ
る
冬
期
講
座
で

も
受
診
内
容
等
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
い
ま
す
が
、
自
分
自
身
の
た

め
で
す
の
で
、
部
落
・
地
区
を
あ

げ
て
受
診
へ
の
意
識
ア
ッ
フ
を
お

願
い
し
ま
す
。

漁

翻ビ」』
う
♂
マ

「
、
4

毎日多くの町民が検診に訪れました

2
三
干
年
前
の
エ
ン
ド
ウ
豆
が
実
を
つ
け
ま
し
た

水
梨
三
番
隻
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

㌦

〆’F3
赤紫のサヤが鮮やかに！

　
古
代
■
ジ
フ
ト
の
偉
大
な
王
様

ツ
9
ン
カ
ー
メ
ン
の
墓
か
ら
発
掘

さ
れ
た
エ
ン
ド
ウ
豆
の
子
孫
が
．

松
之
山
で
み
ご
と
に
花
を
咲
か
せ
、

実
を
つ
け
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
9
ン
カ
ー
メ
ン
の
エ
ン

ド
ウ
豆
は
、
東
京
博
愛
教
育
研
究

所
、
坂
井
正
久
さ
ん
か
ら
浦
田
小

学
校
展
（
楡
丼
章
さ
ん
）
宛
に
贈

ら
れ
た
も
の
で
、
小
学
校
の
花
壇

と
保
育
園
の
花
壇
に
蒔
か
れ
て
い

ま
す
。

　
ツ
9
ン
カ
ー
メ
ン
は
、
今
か
ら

＝
干
年
ほ
ど
前
に
亡
く
な
り
、
ビ

ラ
ミ
ッ
ド
の
中
で
ず
っ
と
眠
り
続

け
て
い
ま
し
た
が
、
六
十
年
ほ
ど

前
、
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者
力
1

9
ー
氏
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
、
そ

の
副
葬
品
の
中
に
、
こ
の
エ
ン
ド

ウ
豆
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
種
が
イ
ギ
リ
ス
で
発
芽
し
、

子
孫
が
ア
メ
リ
カ
を
経
て
日
本
に

入
っ
て
来
た
も
の
で
、
非
常
に
珍

ら
し
い
も
の
で
す
。

　
花
は
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
（
ぶ
ど
う

酒
色
）
で
美
し
く
、
さ
や
は
赤
紫

色
で
、
如
で
る
と
鮮
や
か
な
緑
色

に
変
わ
る
そ
う
で
す
。

　
大
変
珍
し
い
こ
の
ツ
9
ン
カ
ー

メ
ン
の
エ
ン
ド
ウ
豆
、
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

新
潟
ふ
る
里
展
で
松
之
山
の
芸
能

　
県
が
進
め
て
い
る
“
に
い
が
た

の
農
山
村
と
都
而
と
の
交
流
事
業
”

の
一
環
と
し
て
．
新
潟
ふ
る
里
展

が
六
月
十
六
日
～
二
十
一
日
ま
で

新
潟
伊
勢
円
「
7
バ
ー
ト
で
開
催
さ

れ
、
松
之
山
町
か
ら
も
展
示
品
や

伝
統
芸
能
部
門
に
参
加
し
、
交
流

を
深
め
て
来
ま
し
た
。

　
こ
の
“
新
潟
ふ
る
里
展
”
の
ね

ら
い
は
、
農
山
村
地
域
の
果
し
て

い
る
役
割
・
産
業
等
に
つ
い
て
、

展
示
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
都

而
の
人
々
に
紹
介
し
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
と
と
も
に
曲
辰
山
村
と

都
市
と
の
相
互
交
流
を
促
進
す
る

と
い
う
も
の
で
、
県
内
か
ら
六
十

一
而
町
村
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
か
ら
は
“
野
鳥
コ
ケ
シ
”

の
製
作
実
演
や
木
工
品
、
玄
米
が

ゆ
・
坂
ロ
安
吾
の
れ
ん
な
ど
が
展

示
・
即
売
さ
れ
た
ほ
か
、
十
九
日

の
日
曜
日
に
は
上
川
手
歌
舞
伎
と

水
梨
部
落
の
三
番
豊
が
演
じ
ら
れ
、

松
之
山
町
の
名
を
大
い
に
ア
ッ
ピ

ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

＆

騰・『聯
6階の展示即売場では野鳥コケシに人気が集中

浦田保育所前の花壇で実をつけていますよ

⑨まつのやま

4
統
ム
ロ
後
初
め
て
の
大
運
動
会
松
之
山
小
学
校

　　汐》〆
逐飽

　
松
之
山
小
学
校
で
は
、
三
省
小
・

黒
倉
分
校
と
の
統
合
後
初
め
て
の

大
運
動
会
を
、
六
目
十
九
日
の
日

曜
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
前
目
ま
で
雨
が
残
り
、
外
で
の

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
朝

か
ら
素
晴
ら
し
い
天
気
と
な
り
、

今
年
新
し
く
整
備
さ
れ
た
広
い
グ

ラ
ン
ド
で
、
に
ぎ
や
か
に
実
施
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
児
童
が
紅
・
臼
に
分
か
れ
て
の

応
援
合
戦
に
始
ま
り
、
短
距
離
走
・

障
害
物
レ
ー
ス
・
親
子
レ
ー
ス
な

ど
、
競
技
種
目
も
い
っ
ば
い
あ
り
、

子
供
た
ち
も
大
人
の
皆
さ
ん
も
一

生
け
ん
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
の
途
中
で
は
、
松
之
山
保

育
園
児
の
み
ん
な
に
よ
る
、
か
わ

い
い
お
遊
戯
が
披
露
さ
れ
た
り
、
』

小
学
校
高
学
年
に
よ
る
鼓
笛
隊
の

バ
レ
ー
ド
も
あ
っ
て
、
大
会
を
な

お
皿
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

転ばないように

イッチニ、イッチニ、ガンバレー！

　　鍵

　露。騨

膨
．
，
響

脅
卿
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て
日
本
に

入
っ
て
来
た
も
の
で
、
非
常
に
珍

ら
し
い
も
の
で
す
。

　
花
は
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
（
ぶ
ど
う

酒
色
）
で
美
し
く
、
さ
や
は
赤
紫

色
で
、
如
で
る
と
鮮
や
か
な
緑
色

に
変
わ
る
そ
う
で
す
。

　
大
変
珍
し
い
こ
の
ツ
9
ン
カ
ー

メ
ン
の
エ
ン
ド
ウ
豆
、
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

新
潟
ふ
る
里
展
で
松
之
山
の
芸
能

　
県
が
進
め
て
い
る
“
に
い
が
た

の
農
山
村
と
都
而
と
の
交
流
事
業
”

の
一
環
と
し
て
．
新
潟
ふ
る
里
展

が
六
月
十
六
日
～
二
十
一
日
ま
で

新
潟
伊
勢
円
「
7
バ
ー
ト
で
開
催
さ

れ
、
松
之
山
町
か
ら
も
展
示
品
や

伝
統
芸
能
部
門
に
参
加
し
、
交
流

を
深
め
て
来
ま
し
た
。

　
こ
の
“
新
潟
ふ
る
里
展
”
の
ね

ら
い
は
、
農
山
村
地
域
の
果
し
て

い
る
役
割
・
産
業
等
に
つ
い
て
、

展
示
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
都

而
の
人
々
に
紹
介
し
、
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
と
と
も
に
曲
辰
山
村
と

都
市
と
の
相
互
交
流
を
促
進
す
る

と
い
う
も
の
で
、
県
内
か
ら
六
十

一
而
町
村
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
か
ら
は
“
野
鳥
コ
ケ
シ
”

の
製
作
実
演
や
木
工
品
、
玄
米
が

ゆ
・
坂
ロ
安
吾
の
れ
ん
な
ど
が
展

示
・
即
売
さ
れ
た
ほ
か
、
十
九
日

の
日
曜
日
に
は
上
川
手
歌
舞
伎
と

水
梨
部
落
の
三
番
豊
が
演
じ
ら
れ
、

松
之
山
町
の
名
を
大
い
に
ア
ッ
ピ

ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

＆

騰・『聯
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4
統
ム
ロ
後
初
め
て
の
大
運
動
会
松
之
山
小
学
校

　　汐》〆
逐飽

　
松
之
山
小
学
校
で
は
、
三
省
小
・

黒
倉
分
校
と
の
統
合
後
初
め
て
の

大
運
動
会
を
、
六
目
十
九
日
の
日

曜
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
前
目
ま
で
雨
が
残
り
、
外
で
の

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
朝

か
ら
素
晴
ら
し
い
天
気
と
な
り
、

今
年
新
し
く
整
備
さ
れ
た
広
い
グ

ラ
ン
ド
で
、
に
ぎ
や
か
に
実
施
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
児
童
が
紅
・
臼
に
分
か
れ
て
の

応
援
合
戦
に
始
ま
り
、
短
距
離
走
・

障
害
物
レ
ー
ス
・
親
子
レ
ー
ス
な

ど
、
競
技
種
目
も
い
っ
ば
い
あ
り
、

子
供
た
ち
も
大
人
の
皆
さ
ん
も
一

生
け
ん
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
の
途
中
で
は
、
松
之
山
保

育
園
児
の
み
ん
な
に
よ
る
、
か
わ

い
い
お
遊
戯
が
披
露
さ
れ
た
り
、
』

小
学
校
高
学
年
に
よ
る
鼓
笛
隊
の

バ
レ
ー
ド
も
あ
っ
て
、
大
会
を
な

お
皿
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

転ばないように

イッチニ、イッチニ、ガンバレー！

　　鍵

　露。騨

膨
．
，
響

脅
卿
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「
わ
あ
～
い
、
こ
ん
な
に
釣
れ
た
ぞ
～
」
東
川
小
学
校
で
釣
り
大
会

　
東
川
小
学
校
（
福
原
公
望
校
長
）

で
は
六
月
十
四
日
の
午
後
、
全
校

児
童
に
よ
る
“
魚
釣
り
大
会
”
を

行
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し

ま
し
た
。

　
こ
の
釣
り
大
会
は
、
子
供
た
ち

に
魚
を
育
て
る
む
ず
か
し
さ
と
、

魚
釣
り
の
お
も
し
ろ
さ
の
両
万
を

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
学
校
と

P
T
A
の
皆
さ
ん
が
去
年
か
ら
取

り
組
ん
で
来
た
も
の
で
、
プ
ー
ル

授
業
が
終
っ
た
後
に
一
年
も
の
の

錦
鯉
を
離
し
、
大
切
に
育
て
て
来

ま
し
た
。

　
さ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
こ
の
日

の
釣
り
大
会
。
　
年
生
か
ら
全
員

が
釣
り
竿
を
持
っ
て
フ
ー
ル
サ
イ

ド
ヘ
集
ム
ロ
し
、
家
か
ら
持
っ
て
来

た
エ
サ
の
ミ
ミ
ス
を
付
け
て
魚
釣

り
開
始
。
　
一
番
多
く
釣
っ
た
人
は

ト
ロ
フ
ィ
が
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
．

み
ん
な
一
生
け
ん
命
で
し
た
。

　
魚
釣
り
は
初
め
て
と
い
う
児
童

も
い
っ
ば
い
い
ま
し
た
が
、
上
級

生
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
楽
し

そ
う
に
釣
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
［
番
い
っ
ば
い
釣
っ
た

の
は
、
男
子
・
小
野
塚
将
人
君
（
三

年
・
十
匹
）
・
女
子
・
小
野
塚
珠

恵
さ
ん
（
一
年
・
七
匹
）
の
二
人

で
し
た
。
上
級
生
残
念
！

　
「
こ
の
釣
り
大
会
で
、
魚
釣
り

に
病
み
付
き
に
な
る
子
が
い
る
の

で
は
凶
　
と
、
校
長
先
生
が
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
隣
の
子
と
釣
り
糸
が
か
ら
ん
だ

り
、
針
を
洋
服
に
引
っ
か
け
た
り

と
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に

楽
し
そ
う
な
一
時
間
で
し
た
。

「先生釣れました」と一年生の男の子。うれしそう。

瀞ノ

島●咀2qo
嫁郵　メ
も墾　　　論　　華

6
エ
レ
ク
ト
ー
ン
て
ど
ん
な
音
も
出
せ
る
ん
だ
ね
え

松
之
山
町
の
花

「
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
」

　
大
厳
芋
の
春
は
遅
い
．
村
里
が

緑
一
色
に
つ
つ
ま
れ
る
六
月
初
句
、

大
厳
寺
で
は
ま
だ
残
栄
，
が
あ
ち
こ

ち
に
見
え
る
。
人
り
く
ん
だ
沢
の

雪
渓
を
登
る
と
、
冷
気
が
汗
ば
ん

だ
肌
に
快
い
。
こ
の
よ
う
な
谷
で

雪
の
消
え
た
斜
．
面
に
目
立
つ
の
が

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
サ
ン
カ
ヨ
ウ
の

花
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
華
や
か

さ
の
な
か
に
、
ひ
か
え
め
な
優
し

さ
を
秘
め
て
い
る
。
ま
さ
に
、
恋

人
と
デ
ー
ト
し
た
気
分
に
な
り
、

姿
の
よ
い
花
を
求
め
て
ば
次
々
と

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
た
く
な
る
。

　
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
も
サ
ン
カ
ヨ
ゥ

も
芽
を
出
す
と
き
の
様
チ
に
は
共

通
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

つ
ば
み
が
葉
に
く
る
ま
れ
て
、
あ

た
か
も
産
着
で
い
と
し
子
を
大
骸

に
包
ん
で
い
る
母
チ
の
姿
を
想
い

起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。

　
さ
て
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
に
つ
い

て
解
脱
し
よ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
第
五
回

　
町
内
全
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
を
皿
同
に
集
め
て
の
「
音
楽

鑑
賞
教
室
し
が
、
六
月
二
十
七
日

に
松
之
山
小
学
校
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
が

中
心
で
、
東
京
か
ら
エ
レ
ク
ト
ー

ン
一
ブ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
9
の
西
川
裕

美
子
さ
ん
を
招
い
て
、
楽
器
の
紹

介
や
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
を
披

小
・
中
学
校
音
楽
鑑
賞
教
室

　
ま
ず
、
そ
の
な
ま
え
の
由
来
で

あ
る
が
、
栃
木
県
の
H
光
白
根
山

に
産
し
て
、
美
し
い
花
の
容
姿
が

ア
オ
イ
に
似
て
い
る
か
ら
で
、
漢

字
で
表
す
と
、
　
「
白
根
葵
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
、

　
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
は
原
始
的
で
占

い
植
物
で
あ
り
、
し
か
も
目
本
個

有
の
種
で
あ
る
。
ま
た
、
分
類
学

L
も
、
い
ろ
い
ろ
と
意
見
が
分
か

れ
て
い
て
、
問
題
の
多
い
植
物
な

の
で
あ
る
。
キ
ン
。
ボ
ウ
ゲ
科
に
入

れ
る
学
者
も
あ
れ
ば
、
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
科
と
し
て
独
凱
さ
せ
て
い
る

学
者
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

一
属
一
種
と
い
う
変
わ
り
も
の
で

あ
る
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
花
弁
は
、
美

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
之
山
中
学
校
の
平
井

先
生
と
浦
田
中
学
校
の
五
十
嵐
先

生
に
よ
る
ビ
ア
ノ
演
奏
と
テ
ノ
ー

ル
独
唱
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
で
は
、
皿

台
で
色
々
な
楽
器
の
音
が
出
せ
、

ち
ょ
っ
と
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
フ
の

演
奏
を
聞
い
て
い
る
よ
う
で
、
み

ん
な
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　
演
奏
さ
れ
た
曲
目
も
、
小
学
生

向
け
か
ら
大
人
向
け
ま
で
と
レ
バ

ー
ト
リ
ー
豊
か
で
、
時
間
が
短
か

く
感
じ
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
演
奏

で
し
た
。

　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
に
興
昧
を
持
っ

た
子
供
た
ち
も
、
沢
山
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

38
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し
い
紫
色
を
し
て
お
り
、
ま
れ
に

白
色
の
も
の
も
あ
る
（
大
厳
ぴ
に

も
あ
る
）
．
　
花
弁
と
い
っ
た
が
、

正
し
く
は
が
く
片
が
花
弁
に
代
っ

た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
東
頸
城
に
お
け
る
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
の
分
布
は
限
ら
れ
て
お
り
、
大

厳
芋
高
原
以
外
で
は
菱
ケ
岳
、
旭
、

凸
H
蒲
、
中
尾
の
自
生
地
が
知
ら
れ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　
H
本
各
地
に
お
け
る
分
布
は
図

の
通
り
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
北
海

道
、
東
北
か
ら
中
部
地
方
の
日
本

海
側
の
多
雪
地
帯
に
あ
た
る
。

　
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
や
サ
ン
カ
ヨ
ゥ

の
よ
う
な
占
い
植
物
が
松
之
山
を

含
む
こ
の
吋
帯
に
残
存
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
日
本
列
島
の
地

史
や
気
候
、
と
く
に
牽
，
の
影
響
で

サンカヨウの白い可憐な花

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が

真
の
理
由
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
、

　
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
は
、
そ
の
美
し

さ
と
気
品
の
高
さ
か
ら
、
山
野
草

の
女
．
L
と
い
わ
れ
、
愛
好
家
が
多

い
。
各
地
の
自
生
地
で
は
、
乱
獲

か
ら
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
い
カ
に
し

て
守
る
か
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る

と
い
う
。
松
之
山
で
も
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

切
に
．
願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

＊
花
抱
い
て
　
白
根
葵
の

　
　
大
き
な
芽
　
　
　
　
み
ず
ほ

＊
白
根
葵
　
咲
き
て
あ
り
き
と

　
　
思
ひ
で
て
　
見
上
ぐ
る
崖
に

　
　
　
今
年
も
咲
け
り
　
　
寿
樹

　
　
　
　
（
大
島
中
　
山
岸
秀
夫
）
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こ
ん
な
に
釣
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」
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小
学
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で
釣
り
大
会

　
東
川
小
学
校
（
福
原
公
望
校
長
）

で
は
六
月
十
四
日
の
午
後
、
全
校

児
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に
よ
る
“
魚
釣
り
大
会
”
を

行
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し

ま
し
た
。

　
こ
の
釣
り
大
会
は
、
子
供
た
ち

に
魚
を
育
て
る
む
ず
か
し
さ
と
、

魚
釣
り
の
お
も
し
ろ
さ
の
両
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を

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
学
校
と

P
T
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の
皆
さ
ん
が
去
年
か
ら
取

り
組
ん
で
来
た
も
の
で
、
プ
ー
ル

授
業
が
終
っ
た
後
に
一
年
も
の
の

錦
鯉
を
離
し
、
大
切
に
育
て
て
来

ま
し
た
。

　
さ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
こ
の
日

の
釣
り
大
会
。
　
年
生
か
ら
全
員

が
釣
り
竿
を
持
っ
て
フ
ー
ル
サ
イ

ド
ヘ
集
ム
ロ
し
、
家
か
ら
持
っ
て
来

た
エ
サ
の
ミ
ミ
ス
を
付
け
て
魚
釣

り
開
始
。
　
一
番
多
く
釣
っ
た
人
は

ト
ロ
フ
ィ
が
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
．

み
ん
な
一
生
け
ん
命
で
し
た
。

　
魚
釣
り
は
初
め
て
と
い
う
児
童

も
い
っ
ば
い
い
ま
し
た
が
、
上
級

生
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
楽
し

そ
う
に
釣
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
［
番
い
っ
ば
い
釣
っ
た

の
は
、
男
子
・
小
野
塚
将
人
君
（
三

年
・
十
匹
）
・
女
子
・
小
野
塚
珠

恵
さ
ん
（
一
年
・
七
匹
）
の
二
人

で
し
た
。
上
級
生
残
念
！

　
「
こ
の
釣
り
大
会
で
、
魚
釣
り

に
病
み
付
き
に
な
る
子
が
い
る
の

で
は
凶
　
と
、
校
長
先
生
が
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
隣
の
子
と
釣
り
糸
が
か
ら
ん
だ

り
、
針
を
洋
服
に
引
っ
か
け
た
り

と
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に

楽
し
そ
う
な
一
時
間
で
し
た
。

「先生釣れました」と一年生の男の子。うれしそう。
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エ
レ
ク
ト
ー
ン
て
ど
ん
な
音
も
出
せ
る
ん
だ
ね
え

松
之
山
町
の
花

「
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
」

　
大
厳
芋
の
春
は
遅
い
．
村
里
が

緑
一
色
に
つ
つ
ま
れ
る
六
月
初
句
、

大
厳
寺
で
は
ま
だ
残
栄
，
が
あ
ち
こ

ち
に
見
え
る
。
人
り
く
ん
だ
沢
の

雪
渓
を
登
る
と
、
冷
気
が
汗
ば
ん

だ
肌
に
快
い
。
こ
の
よ
う
な
谷
で

雪
の
消
え
た
斜
．
面
に
目
立
つ
の
が

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
サ
ン
カ
ヨ
ウ
の

花
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
華
や
か

さ
の
な
か
に
、
ひ
か
え
め
な
優
し

さ
を
秘
め
て
い
る
。
ま
さ
に
、
恋

人
と
デ
ー
ト
し
た
気
分
に
な
り
、

姿
の
よ
い
花
を
求
め
て
ば
次
々
と

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
た
く
な
る
。

　
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
も
サ
ン
カ
ヨ
ゥ

も
芽
を
出
す
と
き
の
様
チ
に
は
共

通
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

つ
ば
み
が
葉
に
く
る
ま
れ
て
、
あ

た
か
も
産
着
で
い
と
し
子
を
大
骸

に
包
ん
で
い
る
母
チ
の
姿
を
想
い

起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。

　
さ
て
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
に
つ
い

て
解
脱
し
よ
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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第
五
回

　
町
内
全
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
を
皿
同
に
集
め
て
の
「
音
楽

鑑
賞
教
室
し
が
、
六
月
二
十
七
日

に
松
之
山
小
学
校
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
が

中
心
で
、
東
京
か
ら
エ
レ
ク
ト
ー

ン
一
ブ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
9
の
西
川
裕

美
子
さ
ん
を
招
い
て
、
楽
器
の
紹

介
や
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
を
披

小
・
中
学
校
音
楽
鑑
賞
教
室

　
ま
ず
、
そ
の
な
ま
え
の
由
来
で

あ
る
が
、
栃
木
県
の
H
光
白
根
山

に
産
し
て
、
美
し
い
花
の
容
姿
が

ア
オ
イ
に
似
て
い
る
か
ら
で
、
漢

字
で
表
す
と
、
　
「
白
根
葵
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
、

　
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
は
原
始
的
で
占

い
植
物
で
あ
り
、
し
か
も
目
本
個

有
の
種
で
あ
る
。
ま
た
、
分
類
学

L
も
、
い
ろ
い
ろ
と
意
見
が
分
か

れ
て
い
て
、
問
題
の
多
い
植
物
な

の
で
あ
る
。
キ
ン
。
ボ
ウ
ゲ
科
に
入

れ
る
学
者
も
あ
れ
ば
、
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
科
と
し
て
独
凱
さ
せ
て
い
る

学
者
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

一
属
一
種
と
い
う
変
わ
り
も
の
で

あ
る
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
花
弁
は
、
美

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
之
山
中
学
校
の
平
井

先
生
と
浦
田
中
学
校
の
五
十
嵐
先

生
に
よ
る
ビ
ア
ノ
演
奏
と
テ
ノ
ー

ル
独
唱
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
で
は
、
皿

台
で
色
々
な
楽
器
の
音
が
出
せ
、

ち
ょ
っ
と
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
フ
の

演
奏
を
聞
い
て
い
る
よ
う
で
、
み

ん
な
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　
演
奏
さ
れ
た
曲
目
も
、
小
学
生

向
け
か
ら
大
人
向
け
ま
で
と
レ
バ

ー
ト
リ
ー
豊
か
で
、
時
間
が
短
か

く
感
じ
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
演
奏

で
し
た
。

　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
に
興
昧
を
持
っ

た
子
供
た
ち
も
、
沢
山
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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し
い
紫
色
を
し
て
お
り
、
ま
れ
に

白
色
の
も
の
も
あ
る
（
大
厳
ぴ
に

も
あ
る
）
．
　
花
弁
と
い
っ
た
が
、

正
し
く
は
が
く
片
が
花
弁
に
代
っ

た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
東
頸
城
に
お
け
る
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
の
分
布
は
限
ら
れ
て
お
り
、
大

厳
芋
高
原
以
外
で
は
菱
ケ
岳
、
旭
、

凸
H
蒲
、
中
尾
の
自
生
地
が
知
ら
れ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　
H
本
各
地
に
お
け
る
分
布
は
図

の
通
り
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
北
海

道
、
東
北
か
ら
中
部
地
方
の
日
本

海
側
の
多
雪
地
帯
に
あ
た
る
。

　
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
や
サ
ン
カ
ヨ
ゥ

の
よ
う
な
占
い
植
物
が
松
之
山
を

含
む
こ
の
吋
帯
に
残
存
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
日
本
列
島
の
地

史
や
気
候
、
と
く
に
牽
，
の
影
響
で

サンカヨウの白い可憐な花

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が

真
の
理
由
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
、

　
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
は
、
そ
の
美
し

さ
と
気
品
の
高
さ
か
ら
、
山
野
草

の
女
．
L
と
い
わ
れ
、
愛
好
家
が
多

い
。
各
地
の
自
生
地
で
は
、
乱
獲

か
ら
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
い
カ
に
し

て
守
る
か
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る

と
い
う
。
松
之
山
で
も
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

切
に
．
願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

＊
花
抱
い
て
　
白
根
葵
の

　
　
大
き
な
芽
　
　
　
　
み
ず
ほ

＊
白
根
葵
　
咲
き
て
あ
り
き
と

　
　
思
ひ
で
て
　
見
上
ぐ
る
崖
に

　
　
　
今
年
も
咲
け
り
　
　
寿
樹

　
　
　
　
（
大
島
中
　
山
岸
秀
夫
）
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「
お
に
ぎ
り
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
ぞ
～
」

　
　
・
　
　
　
上
布
川
地
区
大
運
動
会

　
町
制
三
十
周
年
記
念
と
銘
打
っ

た
上
布
川
地
区
（
束
川
小
学
校
区
）

大
運
動
会
が
、
六
月
．
五
H
盛
。
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
肌
寒
く
、
と
き
お
り

小
雨
も
ぱ
ら
つ
く
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、
外
の
グ
ラ
ン
ド
で

元
気
心
杯
競
技
し
、
寒
さ
を
吹
き

飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。
來
川
小
学

校
で
は
こ
こ
三
年
ほ
ど
雨
の
た
め

に
体
育
館
の
中
で
運
動
会
を
行
っ

て
い
た
そ
う
で
、
今
年
は
何
と
か長グツを履いて

外
で
実
施
で
き
た
骸
を
皆
さ
ん
喜

こ
ん
で
い
ま
し
た
．

　
さ
て
競
技
の
方
は
と
い
い
ま
す

と
、
児
竜
を
中
心
に
．
κ
つ
の
部
落

対
抗
競
技
な
ど
盛
り
沢
山
で
、
特

に
八
’
回
は
、
町
制
三
レ
周
年
記
念

大
会
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
　
”
町

づ
く
り
ゲ
ー
ム
”
と
か
”
松
之
山

町
三
十
年
の
歩
み
”
　
”
三
十
周
年

記
念
リ
レ
i
”
な
ど
、
色
々
．
工
夫

さ
れ
た
種
口
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
．

　
ま
た
、
お
昼
．
に
は
地
、
兀
の
産
業

見
直
し
と
米
の
消
費
拡
大
を
目
的

に
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
｝
俵
以
卜
．
使
川

し
て
の
「
町
制
三
卜
周
年
記
念
お

に
ぎ
り
会
食
」
が
催
さ
れ
、
運
動

会
に
参
加
さ
れ
た
全
員
が
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
お
に
ぎ
り
を
床
わ
い
ま
し

た
．
こ
の
会
に
は
山
岸
松
之
山
町

農
協
組
八
・
長
も
出
席
し
て
、
激
励

の
．
｝
．
口
菓
を
地
区
の
皆
さ
ん
に
贈
り
、

米
の
消
費
拡
大
に
一
役
か
っ
て
い

ま
し
た
。

中尾神楽も演じられた「おにぎり会食」

　
約
一
時
間
半
の
会
食
の
間
に
は
、

中
尾
部
落
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
神

楽
”
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
し
て
、

し
ば
し
運
動
会
を
忘
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
｝
時
で
し
た
。

マ
§
　
　
　
　
，
葦
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新幹線よりも

速い風船？

誰か影⊃て一・
o
’
，

｝
六
月
吾
に
行
わ
れ
た
上
布
川

の

㎜
地
昊
運
動
会
で
、
覆
に
暴

槻
全
貝
で
飛
ば
し
た
風
船
が
あ
ち
こ

ゆ

携
飲
旛
郵
騒
騰

て
い
ま
す
ロ

　
近
い
所
で
は
中
里
村
の
葎
黙
さ

ん
が
、
た
か
ひ
ろ
君
の
風
船
を
拾

っ
た
そ
う
で
す
。
遠
い
所
で
は
、

㎜
講
蕪
訓
蝶
．

幅
　
そ
の
中
の
｝
通
を
紹
介
す
る
と
、

ギ
蒙
　
　
　
’
竃
　
’

　
午
後
の
競
技
も
何
と
か
外
で
行

わ
れ
、
最
後
に
児
童
全
員
で
手
紙

を
付
け
た
風
船
を
飛
ば
し
て
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

酷
翻
轍
鑑

坂
三
郎
さ
ん
で
、
ボ
ー
ト
部
の
皆
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

さ
ん
が
埼
．
玉
県
戸
田
市
の
戸
田
オ
㈲

リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
支
で
、
ソ
ウ
ル
㎜

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
禺
代
譲
考
£

に
向
け
て
練
習
し
て
い
た
時
に
拾

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
間
が
五

日
の
夕
方
六
時
頃
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
か
ら
、
東
川
か
ら
三
時
間
ち

よ
っ
と
で
東
京
の
す
ぐ
近
く
ま
で

飛
ん
で
行
っ
た
事
に
な
り
ま
す
。

日
坂
さ
ん
も
手
紙
に
書
い
て
い
ま
楓

す
が
、
新
幹
線
よ
り
も
速
い
の
で

は
…
と
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
そ
う
で

す
岨
　
（
四
年
生
・
樋
口
正
彦
君
の
輔

風
船
）
　
　
　
　
　
　
一

こ
の
ほ
か
・
埼
玉
県
内
で
乳

れ
た
二
人
の
方
も
、
五
時
半
頃
と

六
時
五
十
分
頃
に
そ
れ
ぞ
れ
見
つ
拗

け
た
そ
う
で
、
本
当
に
風
船
っ
て
踊

速
く
飛
ぶ
も
の
で
す
ね
。

　
東
川
小
学
校
の
皆
さ
ん
、
拾
っ

て
く
れ
た
人
が
い
っ
ぱ
い
い
て
良

か
っ
た
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
霧
§
璽
美
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　このコーナーでは皆さんからの質問

意見・要望等を広く募集しています。

担当者が責任をもって回答させていた

だきますので、どんな事でも結構です

かじ）お寄せください。お待ちしています。

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
に
初
心
者
用
の

リ
フ
ト
が
建
設
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
本
当
で
す
か
。
（
小
谷
・
相
沢
正
平
・
水
上
）

　
お
答
え
し
ま
す
1
1
六
月
の
議
会

で
承
認
が
得
ら
れ
、
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．

　
こ
の
リ
フ
ト
は
”
第
三
ペ
ア
リ

フ
ト
”
と
い
わ
れ
、
線
路
の
．
長
さ

三
．
κ
．
h
．
m
で
支
柱
の
数
が
し
基
と

　
　
　
　
　
　
は
ム
き

な
っ
て
い
ま
す
。
搬
器
（
椅
‘
）

は
二
人
掛
け
ハ
ペ
ア
）
で
毎
秒
一
・

六
m
の
速
度
で
運
転
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
の
第
｝
ペ
ア
リ
フ

ト
と
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
す
。

　
第
三
ペ
ア
リ
フ
ト
の
建
設
さ
れ

る
場
所
は
、
第
一
ペ
ア
リ
フ
ト
乗

り
場
よ
り
二
〇
m
ほ
ど
レ
ス
ト
ラ

ン
”
牽
，
椿
”
寄
り
の
所
で
、
そ
こ

か
ら
、
現
在
こ
ん
も
り
し
た
山
に

な
っ
て
い
る
所
（
通
称
馬
の
背
）

の
奥
へ
向
っ
て
建
て
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
フ
ト
建
設
と
同
時
に
、

高
い
部
分
の
十
、
取
り
．
」
．
事
も
行
わ

れ
、
相
当
大
日
．
肌
の
＋
．
砂
が
削
ら
れ

る
事
に
な
り
ま
す
。
こ
の
工
事
に

よ
っ
て
、
初
心
者
も
安
心
し
て
滑

れ
る
ゲ
レ
ン
デ
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
．

　
こ
の
リ
フ
ト
建
設
の
事
業
費
は
、

九
、
八
．
五
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
　
（
担
当
・
振
興
課
）

－
野
ド

　ii。　　　　　　　　　譲

　騰乙醐

第3ペアリフト増設によってます
ます親しみやすいスキー場に！

天
水
島
に
大
き
な
ナ
メ
コ
エ
場
が
出
来

る
そ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
事
業
で
ど
ん

な
の
が
出
来
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
水
越
・
佐
藤
正
男
・
多
七
）

　
お
欣
合
え
し
ま
す
畦
こ
の
事
業
の

名
前
は
”
林
業
構
造
改
善
事
業
”

と
い
っ
て
、
色
々
な
建
物
や
施
設

が
こ
の
補
助
を
受
け
て
作
ら
れ
ま

す
。

　
今
度
作
ら
れ
る
ナ
メ
コ
．
工
場
は
、

松
壁
保
育
所
付
近
（
大
字
、
人
水
越

字
池
川
）
で
、
鉄
骨
二
階
建
一
部

木
造
の
建
物
で
延
而
積
し
し
八
㎡

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン

　
年
問
の
生
産
景
は
、
約
六
二
t

と
見
込
ま
れ
、
作
業
人
員
は
七
名

の
予
定
で
す
。

　
こ
の
作
業
用
建
物
の
建
築
は
、

㈱
高
橋
組
が
七
r
．
力
円
で
行
う
ほ

か
、
冷
房
設
備
・
機
械
等
含
め
、

総
額
で
約
一
億
一
、
三
〇
〇
万
円

ほ
ど
の
経
費
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
、
　
　
（
担
当
・
松
之
山
町
森
林

組
合
）

現在も町内2カ所で菌床ナメコが作ら
れています
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「
お
に
ぎ
り
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
ぞ
～
」

　
　
・
　
　
　
上
布
川
地
区
大
運
動
会

　
町
制
三
十
周
年
記
念
と
銘
打
っ

た
上
布
川
地
区
（
束
川
小
学
校
区
）

大
運
動
会
が
、
六
月
．
五
H
盛
。
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
肌
寒
く
、
と
き
お
り

小
雨
も
ぱ
ら
つ
く
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、
外
の
グ
ラ
ン
ド
で

元
気
心
杯
競
技
し
、
寒
さ
を
吹
き

飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。
來
川
小
学

校
で
は
こ
こ
三
年
ほ
ど
雨
の
た
め

に
体
育
館
の
中
で
運
動
会
を
行
っ

て
い
た
そ
う
で
、
今
年
は
何
と
か長グツを履いて

外
で
実
施
で
き
た
骸
を
皆
さ
ん
喜

こ
ん
で
い
ま
し
た
．

　
さ
て
競
技
の
方
は
と
い
い
ま
す

と
、
児
竜
を
中
心
に
．
κ
つ
の
部
落

対
抗
競
技
な
ど
盛
り
沢
山
で
、
特

に
八
’
回
は
、
町
制
三
レ
周
年
記
念

大
会
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
　
”
町

づ
く
り
ゲ
ー
ム
”
と
か
”
松
之
山

町
三
十
年
の
歩
み
”
　
”
三
十
周
年

記
念
リ
レ
i
”
な
ど
、
色
々
．
工
夫

さ
れ
た
種
口
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
．

　
ま
た
、
お
昼
．
に
は
地
、
兀
の
産
業

見
直
し
と
米
の
消
費
拡
大
を
目
的

に
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
｝
俵
以
卜
．
使
川

し
て
の
「
町
制
三
卜
周
年
記
念
お

に
ぎ
り
会
食
」
が
催
さ
れ
、
運
動

会
に
参
加
さ
れ
た
全
員
が
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
お
に
ぎ
り
を
床
わ
い
ま
し

た
．
こ
の
会
に
は
山
岸
松
之
山
町

農
協
組
八
・
長
も
出
席
し
て
、
激
励

の
．
｝
．
口
菓
を
地
区
の
皆
さ
ん
に
贈
り
、

米
の
消
費
拡
大
に
一
役
か
っ
て
い

ま
し
た
。

中尾神楽も演じられた「おにぎり会食」

　
約
一
時
間
半
の
会
食
の
間
に
は
、

中
尾
部
落
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
神

楽
”
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
し
て
、

し
ば
し
運
動
会
を
忘
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
｝
時
で
し
た
。

マ
§
　
　
　
　
，
葦

ハ～ゆ㎜囲　　　　　4　　　　　“　　　　制り　　　　～　　　晒　　　哺　　サ　甲畢而｝の
》

　　　幽一噸

新幹線よりも

速い風船？

誰か影⊃て一・
o
’
，

｝
六
月
吾
に
行
わ
れ
た
上
布
川

の

㎜
地
昊
運
動
会
で
、
覆
に
暴

槻
全
貝
で
飛
ば
し
た
風
船
が
あ
ち
こ

ゆ

携
飲
旛
郵
騒
騰

て
い
ま
す
ロ

　
近
い
所
で
は
中
里
村
の
葎
黙
さ

ん
が
、
た
か
ひ
ろ
君
の
風
船
を
拾

っ
た
そ
う
で
す
。
遠
い
所
で
は
、

㎜
講
蕪
訓
蝶
．

幅
　
そ
の
中
の
｝
通
を
紹
介
す
る
と
、

ギ
蒙
　
　
　
’
竃
　
’

　
午
後
の
競
技
も
何
と
か
外
で
行

わ
れ
、
最
後
に
児
童
全
員
で
手
紙

を
付
け
た
風
船
を
飛
ば
し
て
、
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

酷
翻
轍
鑑

坂
三
郎
さ
ん
で
、
ボ
ー
ト
部
の
皆
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔

さ
ん
が
埼
．
玉
県
戸
田
市
の
戸
田
オ
㈲

リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
支
で
、
ソ
ウ
ル
㎜

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
禺
代
譲
考
£

に
向
け
て
練
習
し
て
い
た
時
に
拾

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
間
が
五

日
の
夕
方
六
時
頃
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
か
ら
、
東
川
か
ら
三
時
間
ち

よ
っ
と
で
東
京
の
す
ぐ
近
く
ま
で

飛
ん
で
行
っ
た
事
に
な
り
ま
す
。

日
坂
さ
ん
も
手
紙
に
書
い
て
い
ま
楓

す
が
、
新
幹
線
よ
り
も
速
い
の
で

は
…
と
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
そ
う
で

す
岨
　
（
四
年
生
・
樋
口
正
彦
君
の
輔

風
船
）
　
　
　
　
　
　
一

こ
の
ほ
か
・
埼
玉
県
内
で
乳

れ
た
二
人
の
方
も
、
五
時
半
頃
と

六
時
五
十
分
頃
に
そ
れ
ぞ
れ
見
つ
拗

け
た
そ
う
で
、
本
当
に
風
船
っ
て
踊

速
く
飛
ぶ
も
の
で
す
ね
。

　
東
川
小
学
校
の
皆
さ
ん
、
拾
っ

て
く
れ
た
人
が
い
っ
ぱ
い
い
て
良

か
っ
た
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
霧
§
璽
美
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泓
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夢

①絶一

　
O
　
O

『
・
匙
O

　このコーナーでは皆さんからの質問

意見・要望等を広く募集しています。

担当者が責任をもって回答させていた

だきますので、どんな事でも結構です

かじ）お寄せください。お待ちしています。

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
に
初
心
者
用
の

リ
フ
ト
が
建
設
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
本
当
で
す
か
。
（
小
谷
・
相
沢
正
平
・
水
上
）

　
お
答
え
し
ま
す
1
1
六
月
の
議
会

で
承
認
が
得
ら
れ
、
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．

　
こ
の
リ
フ
ト
は
”
第
三
ペ
ア
リ

フ
ト
”
と
い
わ
れ
、
線
路
の
．
長
さ

三
．
κ
．
h
．
m
で
支
柱
の
数
が
し
基
と

　
　
　
　
　
　
は
ム
き

な
っ
て
い
ま
す
。
搬
器
（
椅
‘
）

は
二
人
掛
け
ハ
ペ
ア
）
で
毎
秒
一
・

六
m
の
速
度
で
運
転
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
の
第
｝
ペ
ア
リ
フ

ト
と
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
す
。

　
第
三
ペ
ア
リ
フ
ト
の
建
設
さ
れ

る
場
所
は
、
第
一
ペ
ア
リ
フ
ト
乗

り
場
よ
り
二
〇
m
ほ
ど
レ
ス
ト
ラ

ン
”
牽
，
椿
”
寄
り
の
所
で
、
そ
こ

か
ら
、
現
在
こ
ん
も
り
し
た
山
に

な
っ
て
い
る
所
（
通
称
馬
の
背
）

の
奥
へ
向
っ
て
建
て
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
フ
ト
建
設
と
同
時
に
、

高
い
部
分
の
十
、
取
り
．
」
．
事
も
行
わ

れ
、
相
当
大
日
．
肌
の
＋
．
砂
が
削
ら
れ

る
事
に
な
り
ま
す
。
こ
の
工
事
に

よ
っ
て
、
初
心
者
も
安
心
し
て
滑

れ
る
ゲ
レ
ン
デ
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
．

　
こ
の
リ
フ
ト
建
設
の
事
業
費
は
、

九
、
八
．
五
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
　
（
担
当
・
振
興
課
）

－
野
ド

　ii。　　　　　　　　　譲

　騰乙醐

第3ペアリフト増設によってます
ます親しみやすいスキー場に！

天
水
島
に
大
き
な
ナ
メ
コ
エ
場
が
出
来

る
そ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
事
業
で
ど
ん

な
の
が
出
来
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
水
越
・
佐
藤
正
男
・
多
七
）

　
お
欣
合
え
し
ま
す
畦
こ
の
事
業
の

名
前
は
”
林
業
構
造
改
善
事
業
”

と
い
っ
て
、
色
々
な
建
物
や
施
設

が
こ
の
補
助
を
受
け
て
作
ら
れ
ま

す
。

　
今
度
作
ら
れ
る
ナ
メ
コ
．
工
場
は
、

松
壁
保
育
所
付
近
（
大
字
、
人
水
越

字
池
川
）
で
、
鉄
骨
二
階
建
一
部

木
造
の
建
物
で
延
而
積
し
し
八
㎡

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン

　
年
問
の
生
産
景
は
、
約
六
二
t

と
見
込
ま
れ
、
作
業
人
員
は
七
名

の
予
定
で
す
。

　
こ
の
作
業
用
建
物
の
建
築
は
、

㈱
高
橋
組
が
七
r
．
力
円
で
行
う
ほ

か
、
冷
房
設
備
・
機
械
等
含
め
、

総
額
で
約
一
億
一
、
三
〇
〇
万
円

ほ
ど
の
経
費
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
、
　
　
（
担
当
・
松
之
山
町
森
林

組
合
）

現在も町内2カ所で菌床ナメコが作ら
れています
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奮
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才
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ぱ
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ガ
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力
‘
っ
｝

轟
∴

あ
と
3
メ
ー
＾
し

　
　
　
　
た
3
、

夏の交通事故防止運動
7月21日～8月20日

黛この夏クールに安全運転“
　夏の暑さによる疲労、学校からの解放、帰省やレジャー

等による交通量の増加などにより、交通事故の多発が子想

されます。正しい交通ルールとマナーを実践し、事故防止
に努めてください。

　特にこの期間は、飲酒・過労・暴走運転による死亡事故

が多発します。中でも若者（16～24歳）は、昨年7月8月

の2カ月間に19人。年間死亡者の4分の1がこの時期に亡
くなっています。

　学校または職場で安全運転教育を徹底して、事故を未然

に防ぐ努力をしましょう。

　また、子供や高齢者の事故も増大します。夏休みの解放

欝欝㌶i銭訟
　　　安全運転五則
1、安全速度を必ず守る。

2、カーブの手前でスヒ。一ド

，鰻無、，必ず安全を、崔

かめる。

4、一時停止で横断歩行者の・

安全を守る。

5、飲酒運転は絶対しない。
　　　　　　　　　ド
　　　＝”　＝＝　　　　「
6月号でお知らせしました詰碁の解答を
募集します。応募期限は7月30日までと
しますので多数の応募をお願いします。

●●

黒先生き（5手まで）石の

下をご存じですか。

‘　　’彦
　　！　窺
　　　　zz　多
、．　診
シ
　　　　　ヤ　　　　、しノ
　ト‘◎捌

解
答
応
募
先

　
　
役
場
議
会
事
務
局
ま
で

正
解
者
に
は
粗
品
進
呈

　
（
出
題
　
六
段
泉
谷
政
憲

　　　ζ
ぴ

戸籍の窓
おめでレた（離）

のぐみ

希美ちゃん　高波　悟さんの長女（松　口）

　　　お《奪》ゐ　（露亡）
　　　な　か
佐藤ふあさん　　90歳（天水越）　都屋
※6月1日から30日までの届出分です。

まつのやま⑭

　
　
　
．
二
2
ノ

竃
霧

念
讐

易へ！つ

一父

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

　
　
　
　
7
月
1
5
日
か
ら
予
約
受
付

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
「
サ
マ
ー
　
　
　
こ
の
予
約
ハ
ガ
キ
一
枚
で
宝
く

ジ
ャ
ン
ボ
」
の
予
約
券
の
申
し
込
　
　
　
じ
三
〇
枚
ま
で
予
約
で
き
ま
す

み
を
、
七
月
十
五
日
（
金
）
か
ら
　
　
▽
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
の
賞
金

二
十
五
日
（
月
）
の
間
に
行
い
ま
　
　
o
　
等
　
六
千
万
円
、
前
後
賞
と

す
。
ご
希
望
の
方
が
あ
り
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
あ
わ
せ
て
九
千
万
円
。

ら
次
の
所
ま
で
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
　
　
○
特
別
賞
　
デ
ラ
ッ
ク
ス
カ
ー
賞

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
予
万
円
。

▽
予
約
申
込
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
i
賞

〒
一
〇
〇
　
東
京
中
央
郵
便
局
留
　
　
　
　
　
　
二
百
万
円
。

　
置
第
一
勧
業
銀
行
宝
く
じ
部
ま
　
　
　
な
ど
、
大
変
高
額
な
配
当
と
な

　
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
は
赤
色
で
「
宝
　
　
　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

　
く
じ
」
と
書
き
、
裏
面
に
は
「
サ
　
　
町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く
住
み

　
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
」
と
だ
け
書
い
　
　
よ
い
街
づ
く
り
等
に
使
わ
れ
ま
す

　
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
も
　
　
　
あ
な
た
も
こ
の
夏
、
で
っ
か
い

　
忘
れ
ず
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

夏休みの子供たちに

「S　Fの世界」をプレゼント

　　　　　　　　　リージョンブラザ上越
　上越市にある“リージョンプラザ上越、の科学

館では、夏休み中の子供たちを対象に「S　Fアニ

メシアターとポスター展」を開催します。

　これは、S　Fアニメという子供たちに最も人気

のある世界を映画とポスターで創り出し、親子で

「S　Fの世界」を体験し、明るく、楽しい夏休み

の思い出を作ってもらおうと言うものです。親子

連れで是非どうぞ。

◎期間

　7月31日（m～8月21日まで（期間中無休）

◎開館時間

　9時～16時30分。

◎内　容

①SFアニメシアター
　親子で見られるS　Fアニメ映画を上映。

②アニメポスター展

③アニメ広場

　　アニメ似顔絵コーナー

　　「アニメができるまで」ビデオコーナーなど

◎入館料金

　小・中学生　　200円

　一般　　　　400円

夏の水難事故防止
　梅雨明けとともに正に夏本番です。

　水の季節の到来となり、海水浴、魚釣り、水遊

びなど海や川、プールヘ出掛ける機会が多くなり

ます。

　しかし、それに合わせて毎年この時期（7月か

ら8月）には水難事故が多発し、昨年は39件の事

故が発生し、23人の尊い命が水の犠牲になりまし
た。

　この死者数は、昨年1年間の水難事故による総

死者数の約4割を占めています。
　昨年の水難事故は次の表のようになっています。

水
泳
中

魚
釣
り

水
遊
び

通
行
中

そ
の
他
計

発生件数（件） 18 6 8 2 5 39

死者数（人） 11 5 3 1 3 23

うち子供 4 3 7

　このような悲しい事故を防ぐために、みんなで

注意して楽しい夏を過ごしましょう。

1
①
濡
ー



⑮まつのやま

寧痂癖か君
　紐対　宗　　＠

馨
懲

　
　
　
『

　
　
　
「
　
　
　
）

　
　
　
、
．
奮
＼
、

、
塁

乃
く
ポ
　
ノ
ま、
鞍

こ
　
．
≧

才
　
　
く

ぱ
水
！

ガ
ん
渉
鰺

　
　
力
‘
っ
｝

轟
∴

あ
と
3
メ
ー
＾
し

　
　
　
　
た
3
、

夏の交通事故防止運動
7月21日～8月20日

黛この夏クールに安全運転“
　夏の暑さによる疲労、学校からの解放、帰省やレジャー

等による交通量の増加などにより、交通事故の多発が子想

されます。正しい交通ルールとマナーを実践し、事故防止
に努めてください。

　特にこの期間は、飲酒・過労・暴走運転による死亡事故

が多発します。中でも若者（16～24歳）は、昨年7月8月

の2カ月間に19人。年間死亡者の4分の1がこの時期に亡
くなっています。

　学校または職場で安全運転教育を徹底して、事故を未然

に防ぐ努力をしましょう。

　また、子供や高齢者の事故も増大します。夏休みの解放

欝欝㌶i銭訟
　　　安全運転五則
1、安全速度を必ず守る。

2、カーブの手前でスヒ。一ド

，鰻無、，必ず安全を、崔

かめる。

4、一時停止で横断歩行者の・

安全を守る。

5、飲酒運転は絶対しない。
　　　　　　　　　ド
　　　＝”　＝＝　　　　「
6月号でお知らせしました詰碁の解答を
募集します。応募期限は7月30日までと
しますので多数の応募をお願いします。

●●

黒先生き（5手まで）石の

下をご存じですか。
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希美ちゃん　高波　悟さんの長女（松　口）

　　　お《奪》ゐ　（露亡）
　　　な　か
佐藤ふあさん　　90歳（天水越）　都屋
※6月1日から30日までの届出分です。
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夏休みの子供たちに

「S　Fの世界」をプレゼント

　　　　　　　　　リージョンブラザ上越
　上越市にある“リージョンプラザ上越、の科学

館では、夏休み中の子供たちを対象に「S　Fアニ

メシアターとポスター展」を開催します。

　これは、S　Fアニメという子供たちに最も人気

のある世界を映画とポスターで創り出し、親子で

「S　Fの世界」を体験し、明るく、楽しい夏休み

の思い出を作ってもらおうと言うものです。親子

連れで是非どうぞ。

◎期間

　7月31日（m～8月21日まで（期間中無休）

◎開館時間

　9時～16時30分。

◎内　容

①SFアニメシアター
　親子で見られるS　Fアニメ映画を上映。

②アニメポスター展

③アニメ広場

　　アニメ似顔絵コーナー

　　「アニメができるまで」ビデオコーナーなど

◎入館料金

　小・中学生　　200円

　一般　　　　400円

夏の水難事故防止
　梅雨明けとともに正に夏本番です。

　水の季節の到来となり、海水浴、魚釣り、水遊

びなど海や川、プールヘ出掛ける機会が多くなり

ます。

　しかし、それに合わせて毎年この時期（7月か

ら8月）には水難事故が多発し、昨年は39件の事

故が発生し、23人の尊い命が水の犠牲になりまし
た。

　この死者数は、昨年1年間の水難事故による総

死者数の約4割を占めています。
　昨年の水難事故は次の表のようになっています。

水
泳
中

魚
釣
り

水
遊
び

通
行
中

そ
の
他
計

発生件数（件） 18 6 8 2 5 39

死者数（人） 11 5 3 1 3 23

うち子供 4 3 7

　このような悲しい事故を防ぐために、みんなで

注意して楽しい夏を過ごしましょう。
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